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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】内視鏡洗浄装置による洗浄済であるか未洗浄で
あるかを誤りなく把握することができ、未洗浄のまま再
使用するおそれのない内視鏡を提供すること。
【解決手段】内視鏡洗浄装置３０によって洗浄される際
に内視鏡洗浄装置３０の信号出力端子と接続される信号
入力端子１６と、信号入力端子１６から入力された信号
が「洗浄終了」を意味するものであるときに、「洗浄
済」であることを記憶する洗浄済記憶手段１８と、「洗
浄済」であることを外部から見える位置に表示する表示
手段１９とを設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡洗浄装置によって洗浄される際に上
記内視鏡洗浄装置の信号出力端子と接続される信号入力
端子と、上記信号入力端子から入力された信号が「洗浄
終了」を意味するものであるときに、「洗浄済」である
ことを記憶する洗浄済記憶手段と、「洗浄済」であるこ
とを外部から見える位置に表示する表示手段とを設けた
ことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】外部光源装置に対して着脱自在なコネクタ
が設けられていて、そのコネクタが上記外部光源装置に
対して接続されることにより、上記洗浄済記憶手段と上
記表示手段から上記「洗浄済」であることが消去される
請求項１記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡を介する患者間感染を防止するた
めに、内視鏡は一回使用する毎に洗浄装置によって洗浄
され、洗浄後の内視鏡は次の使用までの間ハンガーに吊
り下げられるのが普通である。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、そのような内
視鏡ハンガーには、使用された後の未洗浄の内視鏡も吊
り下げられる場合があるので、現に吊り下がっている内
視鏡が洗浄済なのか未洗浄なのかが分からなくなって、
未洗浄の内視鏡をそのまま使用してしまうおそれがあ
る。
【０００４】そこで本発明は、内視鏡洗浄装置による洗
浄済であるか未洗浄であるかを誤りなく把握することが
でき、未洗浄のまま再使用するおそれのない内視鏡を提
供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡は、内視鏡洗浄装置によって洗浄さ
れる際に内視鏡洗浄装置の信号出力端子と接続される信
号入力端子と、信号入力端子から入力された信号が「洗
浄終了」を意味するものであるときに、「洗浄済」であ
ることを記憶する洗浄済記憶手段と、「洗浄済」である
ことを外部から見える位置に表示する表示手段とを設け
たものである。
【０００６】なお、外部光源装置に対して着脱自在なコ
ネクタが設けられていて、そのコネクタが外部光源装置
に対して接続されることにより、洗浄済記憶手段と表示
手段から「洗浄済」であることが消去されるようにして
もよい。
【０００７】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、本発明の実施例の内視鏡１０と光源
装置２０を示しており、内視鏡１０の可撓管状の挿入部
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１１の基端に操作部１２が連結されている。そして、光
源装置２０に着脱自在に接続されるコネクタ部１４が、
操作部１２から延出した可撓性連結管１３の先端に取り
付けられている。
【０００８】１５はライトガイドコネクタ、１６は電気
信号コネクタであり、コネクタ部１４の側面には、例え
ば液晶表示器又は発光ダイオード等からなる表示器１９
が外部から見えるように取り付けられている。
【０００９】光源装置２０には、光源ランプ２１の他、
ＭＰＵ（マイクロプロセッサ）等を含む制御部２２が内
蔵されており、光源装置２０にコネクタ部１４が接続さ
れると、光源ランプ２１から照射される照明光がライト
ガイドコネクタ１５に入射し、図示されていないインタ
ーフェイスや電気信号コネクタ１６を介して制御部２２
が内視鏡１０側の回路と接続される。
【００１０】図３は内視鏡洗浄装置３０を示しており、
その上端部分には内視鏡１０を格納して洗浄するための
洗浄部３１が配置されていて、その上面開口には開閉自
在な蓋体３２が取り付けられている。
【００１１】３３は、内視鏡１０の電気信号コネクタ１
６内に洗浄水が浸入しないように電気信号コネクタ１６
に対して着脱自在に被せられる防水キャップであり、内
視鏡洗浄装置３０から延出する防水の電気信号コード３
４の先端に取り付けられている。
【００１２】図４は、そのような防水キャップ３３を電
気信号コネクタ１６に対向して位置させた状態を示して
おり、防水キャップ３３と電気信号コネクタ１６には、
各々多数の接続端子（信号出力端子と信号入力端子）が
配置されている。
【００１３】そして、内視鏡１０が内視鏡洗浄装置３０
によって洗浄される際に電気信号コネクタ１６に防水キ
ャップ３３が取り付けられると、防水キャップ３３側の
信号出力端子と電気信号コネクタ１６の信号入力端子と
が接続される。
【００１４】図１は、内視鏡１０の電気信号コネクタ１
６に内視鏡洗浄装置３０の防水キャップ３３が取り付け
られた状態の配線ブロック図であり、内視鏡１０のコネ
クタ部１４にはＭＰＵ（マイクロプロセッサ）等を含む
マイクロコンピュータ（マイコン）１７が配置されてい
て、不揮発性のメモリ１８と表示器１９がコネクタ部１
４内においてマイクロコンピュータ１７と接続されてい
る。表示器１９にはメモリ１８の記憶内容が表示され
る。
【００１５】なお、内視鏡１０が光源装置２０や内視鏡
洗浄装置３０に接続されていなくてもマイクロコンピュ
ータ１７や表示器１９等が稼働可能なように、電池等の
バックアップ用電源（図示せず）がコネクタ部１４に配
置されている。
【００１６】このような構成により、電気信号コネクタ
１６に防水キャップ３３が取り付けられると、内視鏡洗
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浄装置３０に内蔵されているシステムコントローラ３５
から出力される「洗浄終了」等の信号が、内視鏡１０側
のマイクロコンピュータ１７で読み取られる状態にな
る。
【００１７】次に、上記実施例の動作を、内視鏡１０側
のマイクロコンピュータ１７のソフトウェアの内容を示
すフロー図である図５をも参照して説明する。図５にお
けるＳはステップを示している。
【００１８】内視鏡洗浄装置３０による内視鏡１０の洗
浄が開始されたことが検知され（Ｓ１）、システムコン
トローラ３５から出力される「洗浄終了」を意味する信
号が内視鏡１０側のマイクロコンピュータ１７で検知さ
れると（Ｓ２）、「洗浄済」であることが内視鏡１０の
メモリ１８に記憶されると同時に、表示器１９に文字又
は光（例えば青色灯）等によって「洗浄済」であること
が表示される（Ｓ３）。
【００１９】そして、コネクタ部１４の電気信号コネク
タ１６から防水キャップ３３が取り外されてもメモリ１
８の記憶内容と表示器１９の表示は変化せず（Ｓ４）、
コネクタ部１４が光源装置２０に接続されると、内視鏡
１０側の回路が制御部２２と接続されたことが電気信号
コネクタ１６の信号入力端子を介してマイクロコンピュ
ータ１７で検知され、メモリ１８と表示器１９が共にリ
セットされて、「洗浄済」であることが消去される（Ｓ
５）。
【００２０】
【発明の効果】本発明によれば、内視鏡洗浄装置から内*
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*視鏡に「洗浄終了」を意味する信号が送られると、「洗
浄済」であることが内視鏡側の表示手段に表示されるの
で、内視鏡が洗浄装置による洗浄済であるか未洗浄であ
るかを誤りなく常時把握することができ、未洗浄のまま
再使用するおそれをなくすことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡が内視鏡洗浄装置と接
続された状態の配線ブロック図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡と光源装置の略示図で
ある。
【図３】本発明の実施例の内視鏡洗浄装置の外観斜視図
である。
【図４】本発明の実施例の電気信号コネクタと防水キャ
ップとの接続部の外観斜視図である。
【図５】本発明の内視鏡側のマイクロコンピュータのソ
フトウェアの内容を示すフロー図である。
【符号の説明】
１０  内視鏡
１４  コネクタ部
１６  電気信号コネクタ（信号入力端子）
１７  マイクロコンピュータ
１８  メモリ（洗浄済記憶手段）
１９  表示器（表示手段）
３０  内視鏡洗浄装置
３３  防水キャップ
３４  防水電気信号コード

【図１】
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